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在宅医療において人工呼吸器を必要とする小児の医療事故を未然に防ぎ

家族や学校の負担も軽減させ、さらには災害時、迅速な救助要請を行うた

めには、全関係者が瞬時に情報を共有し、対処できるネットワークの構築

が不可欠である。それには在宅医療機器のアラームを共有するシステムの

存在が重要な役割を果たすと考えられる。本研究開発では、各社各様の在

宅医療機器のアラームを統合・共有する、在宅医療機器スマートアラーム

システムを開発し、上記の課題解決に寄与するかを検証する。 

、

在宅人工呼吸器装着患

児の安全性向上を目指

したスマートアラーム

システムの構築 
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